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高
島
市
斎
場
に
つ
い
て
、
民
間

の
経
営
手
法
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

し
、
よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

安
定
的
に
提
供
す
る
た
め
、
令
和

５
年
４
月
か
ら
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
す
る
こ
と
に
伴
い
、
高
島

市
斎
場
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例

を
全
部
改
正
す
る
も
の
。

　
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て

も
、
利
用
料
が
上
が
る
と
い
う
こ

と
は
な
い
か
。

　
現
在
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

採
決
の
結
果

　
「
全
員
賛
成
」
で
「
可
決
す
べ

問答

本会議での討論
　
配
当
所
得
等
に
係
る

課
税
方
式
で
は
、現
行
、

総
合
課
税
か
分
離
課
税

か
納
税
者
が
納
税
の
方

法
を
選
択
で
き
る
。
本

条
例
改
正
に
よ
り
、
国

税
と
地
方
税
の
申
告
方

式
が
統
一
さ
れ
、
選
択

で
き
ず
負
担
増
に
な

る
。
配
当
所
得
の
税
率

の
引
上
げ
こ
そ
が
必
要

だ
。

　
現
行
制
度
で
は
公
平

性
の
観
点
か
ら
課
題
の

あ
る
課
税
方
式
を
一
致

さ
せ
る
見
直
し
や
、
低

迷
す
る
住
宅
投
資
に
対

す
る
効
果
的
な
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
期

限
の
延
長
な
ど
で
あ

り
、
適
正
か
つ
必
要
な

改
正
で
あ
る
と
考
え

る
。 賛

成 福
井 
節
子 
議
員

廣
部 

真
造 

議
員

反
対

文　教
常任委員会

委員長 早川 浩德

産業建設
常任委員会

委員長 福井 節子

　

令
和
４
年
３
月
４
日
付
け

『「
療
担
規
則
及
び
薬
担
規
則
並

び
に
療
担
基
準
に
基
づ
き
厚
生

労
働
大
臣
が
定
め
る
掲
示
事
項

等
」
及
び
「
保
険
外
併
用
療
養

費
に
係
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定

め
る
医
薬
品
等
」
の
実
施
上
の

留
意
事
項
に
つ
い
て
』
の
一
部

改
正
通
知
に
基
づ
き
、
選
定
療

養
費
の
改
正
を
行
う
も
の
。

採
決
の
結
果

　
「
全
員
賛
成
」
で
「
可
決
す

べ
き
も
の
」と
決
定
し
ま
し
た
。

議
第
54
号　
高
島
市
病
院

事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
案

議
第
55
号　
高
島
市
斎
場
の

設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る

条
例
案

　全国市議会議長会評議員として、会務運営の重責に
あたり使命達成に尽くされたとして、廣本昌久議長が
全国市議会議長会から感謝状を受けられました。

おめでとうございます。おめでとうございます。

き
も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

本会議での討論
　
斎
場
は
、
亡
く
な
ら
れ
た

家
族
と
の
最
後
の
別
れ
の
場

で
あ
り
、
市
民
に
寄
り
添
っ

た
思
い
や
り
の
あ
る
公
共
施

設
と
し
て
広
域
連
合
を
経
て

市
直
営
で
今
日
に
至
る
。
直

営
で
管
理
運
営
の
効
率
化
は

可
能
で「
民
間
の
経
営
手
法
」

を
導
入
す
る
の
は
そ
ぐ
わ
な

い
。

　
斎
場
は
、
高
い
専
門
性
が

求
め
ら
れ
る
特
別
な
役
割
を

担
う
施
設
で
あ
る
。
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提

供
し
、
施
設
の
管
理
運
営
経

費
を
削
減
し
、
経
営
を
最
適

化
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、

積
極
的
に
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

賛
成

森
脇　
徹 

議
員

是
永
　 

宙 

議
員

反
対

議
第
55
号　
高
島
市
斎
場
の

設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る

条
例
案

議
第
51
号　
高
島
市
税

条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
案


